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要旨 
 本研究では，小学生がおこなう向社会的行動について検討した。小学 2 年生・小学 4 年












うとする活動への参加  などが挙げられる（宗方，1992）。 
向社会的行動は，道徳性における肯定的な側面として位置づけられており，道徳性と関
連づけた研究が行われてきた。道徳性には，①情緒的側面（感情的側面） ②行動的側面 
③認知的側面 があり（山岸，1976），向社会的行動についても，これら 3 側面に関する
研究が積み重ねられている。 
海外における研究は，Eisenberg らの一連の研究を基点としている（例えば，Eisenberg，
















































 調査協力者は，三重県内 A 市の小学生であった。小学 2 年生 77 名（男子 43 名，女子
34 名），小学 4 年生 83 名（男子 46 名，女子 37 名），小学 6 年生 81 名（男子 47 名，女子














  向社会的行動の対象と種類について，自由記述を求めた。小学 2 年生については，「さ
いきん、○○さんは，ともだちに 本を かしてあげました。□□さんは，お母さんが
なくした めがねを さがしてあげました。みなさんは だれかを 手伝ったり、助け













学年 男子 女子 合計
小学2年生 43 34 77
小学4年生 46 37 83
小学6年生 47 34 81








2 年生では 55.4％，4 年生では 34.1％，6 年生では 34.4％で，いずれも各学年の中での 1
位であった。 
次に 4 年生・6 年生においては，2 年生と比べて【友人】の割合が大きく上昇していた。
【友人】の割合は，2 年生では 9.6%で 3 位であったが，4 年生では 30.3%で 2 位，6 年生
では 33.9%で 2 位であった。 
また割合は小さいが，4 年生・6 年生に，【下級生】が出現していた。【下級生】の割合
















相手 度数 割合（％） 相手 度数 割合（％） 相手 度数 割合（％）
母親 46 55.4% 母親 45 34.1% 母親 66 34.4%
父親 13 15.7% 友人 40 30.3% 友人 65 33.9%
友人 8 9.6% きょうだい 10 7.6% きょうだい 14 7.3%
きょうだい 5 6.0% 父親 8 6.1% 父親 8 4.2%
先生 2 2.4% 下級生 7 5.3% 下級生 5 2.6%
その他 9 10.8% その他 22 16.7% その他 34 17.7%









年生では 59.0％，4 年生では 47.0％，6 年生では 45.3％でいずれも各学年の中で 1 位であ
った。 
次に【世話・ケア】の割合について，2 年生では 13.3％で 2 位，4 年生では 12.9％で 3
位，6 年生では 9.4%で 4 位であった。 
また 4 年生において出現した【教える・助言】は，6 年生になって割合がより大きくな
っていた。【教える・助言】の割合は，4 年生では 7.6%で 4 位，6 年生では 15.6%で 2 位
であった。 
以上のことから，向社会的行動の種類に関して，①3 学年を通して【家事】が最も割合
が大きいこと ②【世話・ケア】は 3 学年を通して上位 4 位以内にあること ③学年が上

















種類 度数 割合（％） 種類 度数 割合（％） 種類 度数 割合（％）
家事 49 59.0% 家事 62 47.0% 家事 87 45.3%
世話・ケア 11 13.3% 作業・動作 26 19.7% 教える・助言 30 15.6%
さがしもの 7 8.4% 世話・ケア 17 12.9% 作業・動作 30 15.6%
作業・動作 6 7.2% 教える・助言 10 7.6% 世話・ケア 18 9.4%
旅行・外出 4 4.8% 提供・貸し出し 6 4.5% 提供・貸し出し 16 8.3%
その他 6 7.2% その他 11 8.3% その他 11 5.7%
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